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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 1 

楽
し
み
な
が
ら
、
創
意
工
夫
す
る
！ 

～
自
分
た
ち
の
手
で
、
職
場
を
も
っ
と
働
き
や
す
く
、
快
適
に
～ 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
バ
ー
の
第
三
者
保
守
で
、
業
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
、
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ(

株)

の
環
境
整
備
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

企
業
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
バ
ー
は
、
通
常
、
五
年

で
メ
ー
カ
ー
の
保
守
が
切
れ
ま
す
。
そ
の
後

は
、
機
器
を
更
新
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

メ
ー
カ
ー
の
思
惑
で
す
が
、
そ
れ
を
続
け
て

い
る
と
、
企
業
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
る

た
め
、
第
三
者
に
よ
る
保
守
が
注
目
を
集
め

て
い
る
の
で
す
。 

こ
の
事
業
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
保
守
部

品
の
品
揃
え
で
す
。 

イ
ザ
お
客
様
企
業
に
お
い
て
、
サ
ー
バ
ー

に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
て
、
障
害
の
部
位
を
確
定
し
、
当
該
部

品
を
交
換
す
る
、
と
い
う
の
が
同
社
の
仕

事
。 だ

か
ら
、
そ
の
時
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器
や
部
材
な
ど
が
、
常
に
過
不
足
な

く
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
こ
と
が
、
事
業
の
生

命
線
で
す
。 

そ
れ
を
担
う
の
が
、
埼
玉
県
久
喜
市
に
あ

る
、
関
東
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）で

す
。
広
大
な
倉
庫
内
に
、
○
○
点
の
機
器
類

が
、
整
然
と
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
Ｋ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
、
山
田
和
人
社
長
の

肝
入
り
で
、
環
境
整
備
が
重
点
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

現
在
、
四
人
の
メ
ン
バ
ー
＋
社
長
で
、
環

境
整
備
委
員
会
が
編
成
さ
れ
、
毎
月
定
例

の
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
メ
ン
バ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
月
に
一
～
二
回
の
活
動

日
が
設
け
ら
れ
、
全
員
参
加
に
よ
っ
て
、

様
々
な
改
善
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
整
理
、
つ
ま
り
不
要
な
も
の
を

捨
て
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

同
社
で
は
、
業
種
柄
、
い
ろ
い
ろ
な
Ｉ
Ｔ
機

器
類
が
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
ザ
と
い
う

時
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
か

ら
取
っ
て
お
い
た
も
の
が
、
今
や
山
積
み
に

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
が
、
そ
こ
こ
こ
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
思
い
切
っ
て
処
分
し
て

い
き
ま
す
。 

中
に
は
、
数
人
、
捨
て
る
の
が
苦
手
な
社

員

が

い

て
、
彼

ら

は
、
自

力

で
整
理
す

る
の
は
無

理
と
判
断

し
、
委

員

会
に
助
け

を
求
め
て

き

ま

し

た
。
そ

れ

を

幸

い

に
、
委
員
メ
ン
バ
ー
や
周
囲
の
人
た
ち
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
、
山
積
み
に
な
っ
て
い
た
機
器

類
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

同
社
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、
こ
う
し
た
整

理
・整
頓
の
活
動
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
工

夫
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

た
と
え
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
類
の
整
頓
は
、
か

さ
ば
る
の
で
、
頭
の
痛
い
課
題
で
す
。
そ
こ

で
、
あ
る
社
員
の
発
案
に
よ
り
、
百
円
シ
ョ
ッ

プ
で
売
っ

て
い
る
書

類
用
の
ク

リ
ア
ケ
ー

ス
を
流
用

し

て
、
う

ま
く
収
め

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。 と

て
も

見
や
す
く
、
取
り
出
し
や
す
く
り
な
り
、
作

業
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

実
は
こ
の
写
真
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し

た
の
で
す
が
、
一
万
三
千
人
が
「
い
い
ね
」を

押
し
て
く
れ
る
、
バ
ズ
っ
た
投
稿
と
な
り
ま

し
た
。 

同

様

に
、
Ｉ

Ｔ

機
器
の
細

か
い
部
材

を
収
納
す

る

の
に
、

釣
り
の
ル

ア
ー
ケ
ー

ス
を
流
用

し

て
、
う

ま
く
整
頓

で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
春
か
ら
は
、
新
た
に
、
周
辺
地
域
の

清
掃
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

月
に
一
回
、
交
替
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
業
団
地
内
に
あ
る
の
で
、
敷
地
を

共
有
す
る
他
社
と
の
合
同
の
活
動
で
す
。 

地
域
が

キ
レ
イ
に

な

る

と
、

気
持
ち
が

よ
く
な
る

も
の
で
す
。

他

社

と

も
、
よ
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取

れ
る
場
と

な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。 

一
方
、
地
震
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

万
が
一
の
大
地
震
の
際
に
も
、
社
員
の
安

全
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
、
大
事
な
保
守
部

品
を
守
る

た
め
、
ラ
ッ

ク
か
ら
パ

レ
ッ
ト

が

飛
び
出
さ

な
い
よ
う

に
す
る
た

め
の
ツ
メ

を
、
す
べ
て

の
ラ
ッ
ク
に

備
え
付
け

ま
し
た
。 

山
田
社
長
は
、
急
成
長
す
る
会
社
の
土

台
を
支
え
る
の
は
、
環
境
整
備
（整
理
・整

頓
・清
掃
）
だ
と
い
う
信
念
の
下
、
自
ら
旗
を

振
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

同
社
の
勢
い
は
、
ま
だ
ま
だ
衰
え
る
気
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。  

 
 
 

 
 

 
 

 

（小
早
） 

支
援
事
例
紹
介 

VOL.207 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
や
講
演
を
承
り
ま
す
。
目
的
や
対
象
者
に
応
じ
て
、
時
間
や
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

クリアケースを流用したケーブル類の整頓 

耐震用のツメ（パレットストッパー） 

ルアーケースを流用した細かい部品の整頓 

他社と合同の地域ゴミ拾い 

整理した結果、廃棄するケーブル類 

https://www.soujinochikara.com/
https://www.soujinochikara.com/newsletter-backnumber/
https://peraichi.com/landing_pages/view/sc-onlineseminar?_ga=2.118923151.723854818.1645406583-700725011.1643956453


 2 

 

株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第207号 2022(令和4)年10月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 
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にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
『環
境
整
備 

一
日
一
言
』を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 

VOL.207 

編集後記 

五十路の手習い 

 支援先の社長に勧められて、囲碁をはじめました。 

 まさか、50代半ばで、囲碁を一

からはじめることになるとは思っ

てもみませんでした。 

 囲碁は、ルールは至ってシン

プルなのですが、果てしなく奥

の深いゲームです。 

 現在、ＡＩ相手に初級者クラス

設定で腕を磨いていますが、な

かなか勝てません。 

 死ぬまでに初段を目指して、コツコツやります。（小早） 

飛鳥のつぶやき 

川釣りLv.1 

 夏休み帰省し、近くの川に夕

方散歩に行くと、小学生が小

魚を大量に釣っていました。 

 1回釣らせてもらった長男。す

ぐに釣れたのが楽しかったよう

で、「ぼくもあしたやりたい」。 

 釣り知識ゼロの中、急いで100均をはしごして道具を揃

え、翌朝5:00に叩き起こし、いざ川へ！ 

 ところが、昨日教えてもらった同じエサを使っても、まっ

たく釣れず…。（長男はすぐに飽きてた） 

 うーむ悔しい！来夏リベンジするぞ！      （大槻） 

今月の読書から 『8割を捨てて2割に集中する 捨てる経営』小早祥一郎 著 

～社長、まず捨ててください～ 

 我田引水で

すが、私自身

の著書をご紹

介させていた

だきます。私に

とっては、2冊

目の著書にな

ります。 

 今回は、整理

つまり「不要な

ものを捨てる」

ことに焦点を絞

り、「何を」「どのように」「なぜ」捨てるのか

を、具体的事例やイラスト、図表などをふ

んだんに用いて、詳しく解説しました。 

 以下、「はじめに」からの引用です。 

 筆者は企業コンサルタントのはしくれで

すから、経営者の方に会うと、「小早さ

ん、業績が良くなる方法を教えてくれ」と

尋ねられることがよくあります。 

 そのときに、決まり文句のように私が答

えるのが、「社長、まず捨ててください」と

いうセリフ。 

 当然ながら、相手の反応は「は？」とい

うものになります。 

 業績を良くするためには、ユニークな

商品を開発するとか、強力な販売手法を

編み出すとか、消費者を引きつける広告

宣伝を打つ、といったことが思い浮かぶ

ことでしょう。 

 しかし私は、そういうことをやる前に、

「まず捨てましょう」と言います。 

そして、捨てなければ決して良くはなら

ない、とも確信しています。 

 それはなぜか。 

 うまくいかないのは、そこに何か「悪さ

をしているもの」があるからです。言うな

れば、病気における患部＝ガンです。 

 そのガンを取り除くことなく、いくら栄養

剤を摂取しても、体は良くなりません。い

くらストレッチや筋トレをしても、健康体

には戻りません。 

 それと同じで、企業組織において、不

要なものというガンを放置したまま、業

績を良くすることはできないのです。 

 だから、まず「捨てる」ことが必須なの

です。 

 ところが、多くの方が、「捨てる」のが苦

手です。そこには、執着やしがらみがあ

るので、それを手放すことが難しいので

す。 

 多くの企業で、捨てることが不十分ゆ

えに、つまずきます。 

 いっぽう、捨てることを徹底できた企業

は、その後の改革がうまくいきます。 

 この非常に大切で、かつ難しい「捨て

る」ということについて、さまざまな角度

から検証し、読者の皆さんが実際に「捨

てる」ことができるように解説したのが本

書です。       （以上、引用終わり） 

 一般家庭や個人を対象にした「捨てる」

ノウハウ本は、たくさんあふれています

が、本書が、企業経営における唯一無二

の「捨てる」ノウハウ本だと自負しておりま

す。 

 全国の一般書店およびAmazonなどの

ネット書店で絶賛販売中です。 （小早） 
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